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No. 月 日 曜日 行事 場　所 講師 備考 主担当者
採取菌

種
参加人数 観察報告

別枠 3 29 日 新入会員学習会 宝ヶ池公園 ― 木村 ―

兼下見　　中止

1 4 9 日 　観察会 　宝ヶ池公園 橋屋 木村 ―

中止

2 5 10 日 　観察会 苔寺道 橋屋 西 ―

中止

3 6 7 日
　実習認定行事
①

　谷川 ― ホダ木の天地返し 五家 ―

中止 きのこ園 岡本

4 7 5 日 観察会　NO．1 若山神社 橋屋  キヌガサタケ 畑中 91種 会員23名 前日の豪雨のお陰で、キヌガサタケ（３本）、卵も観察出来た。

周辺 他 非会員1名 カンゾウタケ、ベニタケ科も観察出来、充実した観察会となった。

5 7 26 日 　観察会　No．2 　龍谷の森 橋屋 ウスキキヌガサタケ 土佐 ５３種 会員20名 コロナ対策と熱中症対策として、従来のCコースを１/3に短縮。

他 非会員１名 ウスキヌガサタケ31個体と幸運にも松の枯れ枝の上の卵6個を観察。

6 9 20 日 　観察会　No．3 　室池周辺 下野 カエンタケ 高間 68種 会員21名 コロナ対策と熱中症対策として、主に内回りトレイルを観察。

に会えるかも 大下 なお、外回りトレイルでカエンタケを観察。

7 9 26 土 　合宿観察会 大山合宿 ― 土肥・大下

27 日 中止 松尾・幸野

8 10 4 日 　観察会　No．４ 有馬富士 北出 ベニタケ類 土肥 53種 会員22名 8月30日の予定を猛暑と乾燥のためキノコの発生が見られず延期。

公園 に会えるかも 担子菌類を50種類、子のう菌類を2種観察出来た。

9 10 11 日 　観察会　No．５ 　大泉公園 北出 スッポンタケ属 太田 62種 会員20名 前日までの雨のお陰で園内はキノコ畑となり、講座生・会員大喜び。

実習認定行事　② に会えるかも 五家・岡本 不明2種 講座生13名 キツネノタイマツ、ヤナギマツタケ等群生していた。

10 11 10 日 　観察会　No．６ 　明神ケ岳 下野 クリタケに会えるか 河辺 44 種 会員１７名 乾燥のためか、発生するキノコは例年に比べて少なく、半数が材上菌であった。

「いも煮会」中止 木村 非会員１名 コロナ対策のため、毎年恒例の「いも煮会」は中止。

11 12 20 日 　学習会 高槻現代 斎木 斎木先生の講演① 河辺 ―

中止 劇場

12 1 10 日 実習認定行事　③ 　谷川 ― シイタケ植菌 五家 ―

中止 きのこ園 岡本

13 2 21 日 総会・メールで開催 ― ― ― 河辺 ― 総会：メールで開催

主担当者の役目

　　　　　　　　観察会案内書の作成 会員の皆様は　最低　２件　担当して下さい

　　　　　 　観察会の取り仕切り（担当の役割を決める） Ｎｏ３、１2の教育実習、Ｎｏ10のいも煮会は

　　　報告書の作成 多くの応援をお願い致します。

Ｎｏ１１、１３は担当は不要です。
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(敬称略）


